
一50一

中央アフリ

カ共和国の旅(2)

～オウアム川とクランペルの宿～

オウァム川風景

心ゆくまで眠った目の朝は空気カミ甘いせいもあって

か眼ざめカミさわやかである.湿度の高いバンギとは

異なってバタンカフオの空はあくまでも澄み渡り宿

舎に隣接している畠ではラテライトのオレンジ色の中

で可憐な綿カミそよ風になぶられて純白の身をかすかに

ふるわせている.地平線の果までも続くサバンナの一

角に立昇る煙は昨夜の野焼の名残りでもあろうか.

久しぶりに食べるインスタント･ラｰメンの味噌の香

りと床とを堪能してバタンカフオでの休日を迎えた.

最近は日本の味をとくに恋しカミることもなくなっている

のに味曜ラｰメンを本当に美味しいと思ったのはや

はり食生活にあまり潤いカミないせいだろう.同行のフ

ロスヘクタｰやジユル爺さん恋とは眼を輝やかせて

インスタント･ラｰメンに舌鼓をうっていた.｢スｰ

プ･ジャポネｰズ｣これがこれから後のインスタント

･ラｰメンの呼名となり一度味を覚えた連中の唾挺の

的になったのだが残念ながら日本を出発する前に荷

物を別送するゆとりのなかった私の携行晶の中にはイ

ンスタント･ラｰメンはわずか12個しか入っていなかっ

た.

カメラを持って散歩に出てみた.うっそうと茂る

マンゴの並木遣にはこぼれ陽も少ない(第2図).片

手に持った杵を巧みに操って木臼の中のマニオクを粉に

している嫁の側に仔ずんでいる年老いた姑が私を珍ら

しげに見やりながら｢バラオ｣と挨拶してくれた.

｢ぐラオミンギモウイイキンジョニイママ?｣
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第1図調査行程図実線は六号の行程破線はN皿227掲載

命の行程

小村幸二郎

と返事する私に'姑の顔がにっこり笑った.そして姑

は｢ムビアイェケテイマニオクナコビテイ

モウレンギイテイワリテイコｰノラクウイ

ケｰゲラケ(和しゃ明目の午後マニオクと河馬の雌の料

理を食べたいんだよ)｣という私を見て一瞬きょと

んとしていたが腹を抱えて笑いだした.まったく見

馴れない異国人が片言とはいえサンゴ語で自分をから

かうとは予想もしていなかったのだろうがそこは話上

手で聞上手なこの国の年寄りらしくすかさず｢オジ

カｰ(O.K)｣と答えた.行きずりにはじめて違った

この年寄はしばらくは私を忘れ校いだろうしまた

私も当分の間この年寄を忘れないだろう.こうした

何気ない会話のやりとりがはじめて訪ずれた国では

案外重要な役割を果してくれるものでありまた現地

の言葉をより早く覚えるには大変有効である.

マンゴの並木道を左へ曲ってオウアム川の津へ行っ

てみた.はじめて見る異国の人に興味があるのかま

たは写真を擬してもらいたいのかすれ違う小供たち

までかぞ今ぞろと私の後を追ってくる.皆んなと

ても人なつこくて可愛いのだがくっつかれている当方

はまるで餓鬼大将そのものだ.

フェリｰボｰトが繋いであるオウァム川の岸辺は洗

濯に精出す人や水にたわむれる人たちで中々賑やかだ

(第345図).川の水はいささか濁ってはいるが

この水とともに生きている人たちにとっては将に命の本

第2図バタンカフオのマンゴ並木

目中もほとんど陽が当らないので道の両側に建ナ･並んでいる

球の人はこの木蔭で淀んでいることが多い�



一51一

ともいうべき存在なのだろう洗濯で汗を流してはその

水で顔を洗い喉が渇けばその水を口に含んでいる.

川上から丸木舟がやってきた.妙に曲ったその舟は

原木が曲っていたことを卒直に示してなか杜か愛矯カミ

ある.舟を操っている少年はまだ10才にはなっていな

いのだろう.いかにも初々しいはにかみやの少年らし

く下をうっむいたまま顔を上げようとはし狂い.水

にたわむれる裸ん坊の鋼鉄のようなたくましさとした

やかさをもつ身体発育のきわめてよい乙女の姿自然

のゆたかな恵を心ゆくまで受けて育つ彼等の表情は一片

のかげりさえも借してはいたい.

私は無心にたわむれる少年や洗濯に精を出す少女の

姿を見つめなカミらいつの間にかふだん自分のまわり

でみかける子供たちカミ無意識の中に失たったあるいは

失なわされた何かを見出したような喜こぴを感じなカミら

一方では｢文明の恩恵を受けることはよい.だが

それに毒されずに育って欲しい｣と彼らに願っていた.

オウアム川の流れは上流のボッサンゴア付近よりも

一層ゆったりとチャド湖を目ざしていた.ワニと河

馬が棲んでいるというこの川の風景は美くしく岸の崖

と木立が水面に落す影は動こうとしない(第6図).こ

の水の流れはやがてシャリ川に合流しそして1,O00

km余も離れた北方のチャド湖に注ぐ.山もなければ

とりわけて目立つほどの丘もないチャド盆地の大平原と

これを切り割いてひそかに動くこの川の水の流れは恐

らく遠い昔から現在までそして現在から未来へ

自然の意のままに少しづつその姿を変えてゆくのであろ

う.この大平原や水とともに生きる人も野生動物も

この自然の輪転に逆らうことなく生活の場と態様とを

変えてゆくのであろう.

目まぐるしいほどに変貌し続ける近代社会に生きる者

の眼に自然の意のままにおかれた大平原と水の流れと

が一きわ美くしく映るのは恐らくそうした社会では

既に失なわれて取戻すことカミきわめて困難な人間のある

いは人間社会の原点を恋うる心のせいかもしれない.

背丈ほどに伸びた萱におおわれた川沿いの小道を歩き

はじめて間もなく突然奇妙たうなり声とも叫び声と

もつかぬ音が耳に入った.ぎくりとして川岸に出てみ

ると3頭の河馬がみにくい鼻面を天に突出して深

呼吸をしている.まったく人騒がせな奴だ.日暮

れになると草を求めて川岸へ上ってくるという河馬は

物凄く檸猛だと聞いていたが州の中央部を上流から下

流へ移動しているところをみると真昼間はやはり弱気

校のだろう.もっとも擦猛だといわれる図体の大き

な河馬の最大の敵は人間らしい.

バタンカフオから2kmばかり北方の川瀞こ様々な形

をした岩が見えるといっの間にか雇の運びカミ連く放

った(第7図).この国へ来てはじめて岩の素顔を見る

ことができると喜こび勇んで歩いてはみたもののしか

しその君もやはり新鮮では荏かった.

川岸で岩場をみることが稀恋土地だけにこの岩場の

利用価値は高いらしく洗濯にも釣にも水遊びにも絶好

の場所になっている.まぶしいばかりに筋骨たくまし

い丸裸の男が洗濯しているすぐ近くで中年の婦人かキ

ビを洗っている.朽ちた丸木舟の舳先から裸ん坊が

飛び込んだ.釣糸を垂れている少年は裸ん坊が釣糸

めがけて飛び込んでも一向に気に狂らないらしい.

きっとオウアム川の魚は人に対して恐怖心をもっては

いないのだろう.キビを洗っている婦人の傍で10才

ぐらいの女の子がザノレで小魚をすくっている.ザル

カミ上った.中にはボラによく似た小魚が6匹入っ

第3図バタンカフオのフェリｰボｰト

バタンカフオ(手前)と対岸とを結ぶオウアム川唯一の交通機関である.

主要部布近くのフエリｰボ･一トはこのよう1こ動力付のものカミ多いが僻地で

は人力で動かすフェリｰボｰトが多い午後6時以後は自動車の積載は

禁止されている.

第4図オウァム川で洗濯する12才の少女

時折この水で顔を洗いまた口をゆすいでいた.

木綿糸できつく巻いて伸ばした頭髪は長い頭髪に対

するあこがれの象徴がまたは衛生を考えてのこと

だろう.�
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でいた.やはりこの川の魚は純真らしい.

2人の若者が巧みに操つる丸木舟が川下から勢よ

く遡ってきた.そして私たちの姿をみかけて舟を

近くの岩場に寄せると小枝に通した魚を見せて200フ

ランといった.この若者たちは漁で生計を立てている

のだろうがこれだけの獲物で商売になるのだろうか

様々匁形や色をしたその魚は全部で13匹200フランと

いえば邦貨にして約260円である.2人で折半すれば

各自の取り分はわずかに130円これが屈強の若者が半

目働いて得た収入である.

しかし男の1目分の賃金が120フランぐらいのとこ

ろもあるらしいからこの収獲はあながち少ないと

はいえないかもしれない.

買ってみようかどうしようかと迷っている私たちを見

ていた年頃の娘さんがその魚を買った(第8図).彼

女がその魚をどのように料理するかを深く詮策する必要

はない.もっと大きな魚であれば燥製にして保存する

こともあるかこのような小魚の料理法は丸のまま唐

揚げにするかまたは煮付けるかの二通りだけだ.

11時過ぎに岩場を離れて宿舎へ向った.河馬はも

う眼の届かない蓬か下流へ移動したらしく姿も見えず

声も聞こえない.対岸の砂場で網を繕っている漁師た

ちのにぎやかな語し芦カミ手にとるように聞こえてくる一

これもそよ風が萱に瞬き水面をやさしくたでてゆく

ほかには音の泣い静かさのせいだろう.

したたかに汗を流して宿舎に着いた.既に昼食の

仕度を終っていたらしいジュノレ爺さんは｢アタｰプノレ｣

といって炊事場へ姿を消した.食わされる物は見な

くても判っている.缶詰のグリｰンピｰスと玉葱のみ

じん切りを混ぜ合わせて酢をかけた物が前菜でメイン

はやわらかいウインナソｰセｰジとへ一コンが入った

缶詰の千切り大根だ.

毎日の缶詰料理にはいささか閉口するがとくに野菜

の入手が容易ではないので止むを得ないしまして今

Hは休日なので何を食わされても文句もいえない.

それを百も承知しているジユル爺さんは真白い樹をむ

き出しにしてにやりと笑った.

田舎へ行けば行くほど野菜は豊富なのだろうと想像し

ていたが実際は一まるで逆であった.水も豊かなら

土地もあり余るほどあるというのに何故耕地が乏し

いのだろう.それは灌激がほとんど行たわれていな

いことや日照と雨量に恵まれすぎているために生じた

ラテライトという厄介なもののせいだろうがやはり

天は二物を与えずということだろうか.しかし水の

有効利用と土壌の改良という技術面での向上なり外

国の技術祖りによって近い将来少なくとも十分に自

給自足できる態勢を樹立することができるだろうし是

非そうなって欲しいと祈りたい.

夕暮れになった.実をたわわにっけたレモンの小枝

を揺らして娘や女房や腕白坊主が水を汲みに行く.

泉は宿舎から100mばかりしか離れていないが一番

近い民家からでも200mは離れている.

遠いということだけでも大変放のに飲料水を汲める

泉は直径わずかに40cmほどしかない(第9図).この

小さな一つの泉に多くの人カミ水を汲みに来るのだから

飲料水を確保するということは大変なことだが一方

話好きの人にとっては泉が小さいということはいわ

ゆる井戸端会議の場としてはうってつげだ.私たちも

この泉の水を飲料に用いはしたが白く濁った水をその

まま飲むことはとてもできず炉過器を使うことを忘れ

なかった.しかし炉過器に取付けてある2本の素焼

第5図オウアム川の水にたわむれる子供たち中央の少女の年

令は12才である.

第6図オウァム川風貴

これから1,OOOkmあまり流れてチャド湖に注いでいるが水面は流れ

を感じさせないほど静かである.左岸の崖の下半蔀は第三紀のチャ

ド層群上半部は段丘堆積物.この川にほクロコダイルと河馬力…棲ん

でいる.�
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棒は水に含まれている粘土質の懸濁物のためにわず

か1H半で用をなさなくなった.町の人たちはこの

水をそのまま飲んでいるのだろうが健康管理を考える

とやはり浄水場と水道の完備が望まれる.

強烈な光を投げていた太陽が今はカ失せて消然と

酉の果に身を落してゆく.綿畠の先に続くサバンナを

急速に闇が包みはじめた.遠くに焚火が見えどこか

らともたくタムタムを打つ音が聞こえてくる.私は

薄暗いランプの灯を頼りに目記を書きはじめた.夕

食前の一刻ジユル爺さんの包丁の音も絶えたようだ.

ボオウカヘの一泊旅行

弱い放射能異常を見出し得たにすぎ粗かったバタンカ

フオ地区の概査を大体終えた私たちは中央地域の構造

帯の一部を検討するためにボオウカヘの一泊旅行を試

みた.必要最少限度の荷物を携行する一泊旅行ではあ

るが外食するにしても食堂がないので食糧や食籍は

もちろんガスボンベから寝具まで持って行かなければ

ならないので身軽な族ともいえない.

ジャン･クロｰドとパスカノレを留守番に残して2月

9目午前8時40分私たちはバタンカフオの宿舎を出発

した.宿舎の前から町の中心へ続くマンゴ並木の隙間

からは強烈ではあるが実にさわやかな朝の光がこぼ

れている.顔見知りの姑が今朝もにこやかに手を振っ

てくれた.バタンカフオからボオウカまで97kmの一

級国道4号線は目的とする構造帯の主部をたす花開岩

類と変成岩類を横断しゆるやかにうねりながらサバ

ンナとジャングルをぬって南下する.しかし厚いラ

テライトにおおわれているこの道中ではやはり岩石

の新鮮な露出はみられなかった.

午前!1時にボオウカに着き早速小高い丘の上に建

つ郡役所を訪ずれて挨拶をすませた後ここからおよそ

18km南方のバンボロワヘ車を走らせた.町の中を流

れるコミ川の岸辺では数人の女性カミ洗濯に余念がな

く水にたわむれる子供たちは実に元気だ.道路の東

側に沿って延々と続くバナナ畑がサバンナに変ったとた

んに家並は絶えた.バンボロワの部落はひっそりと

して人影もあまりない.部落の南端部で車から降り

たとたんにマニオク特有の異様な旬が鼻をついた.

この部落を訪ずれた目的は50万分の!地質図幅に示され

ているペグマタイトを見ることだったが現地は既に一

面の綿畠と化しておりその露頭を見ることはできなか

った.しかし付近一帯が微弱異常を示すところをみ

るとペグマタイトはやはり存在するのだろう.

午後1時にボオウカの宿舎に帰った(第10図).ジ

ュノレ爺さんは昼食の仕度を既に終っているらしく軒

先の陽蔭でのんびりと煙草をふかしている.白地に

第7図オウァム川の岸に露出する絹雲母石英片岩とキビを洗う婦人

バンギ出発以来はじめて見た露出だカミ新鮮松試料を採取する

ことはできなかった.

第9図

バタンカフオの

宿舎の近くにあ

った飲料水の泉

ラテライトを直

経40cmぐらい

に掘って造った

人]二の泉で粘

土質の懸濁物を

含んでいるので

白っぽくにごっ

ている.女性

が立っていると

ころは洗濯場

になっているの

であまり上等

の飲料水とは云

え狂い.

第8図オウァム川で釣った魚を漁師(舟に乗っている男)から買った

娘さん.この娘さんの服装はこの国の婦人の一つの典型的

なものである.�
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真紅の太い横縞が入っているシャツと半ズボンを着てい

る2人の囚人が水を汲んできた.多分ジユル爺さん

にいいつけられたのだろう.ジュノレ爺さんは彼らに

とっては一つぱしのボスらしい.

乾燥煉瓦を積重ねて造った壁と萱葺きの屋根からなる

この宿舎はこの国ではふつうにみられる家とまったく

同じ造りである.壁の上限は煉瓦を積重ねたままなの

で屋根との間に隙間があり太い材木に竹を渡しこれに

萱をかぶせて蔓で縛って造ってある屋根は高くそし

て適当に隙間があるので換気と通風に大変役立ってい

る(第1112図).壁材も屋根材も多分無料で手に入る

だろうしこうした家の建築費は恐らく職人の手間

賃ぐらいのものだろう.だがこうした造りの家を見

ていると壁の煉瓦が波うっているのが珍しくないから

案外自分の家を自分で造ることが多いのかもしれない.

第10図ボオウカの宿舎.乾燥煉瓦を積重ねて白ペンキを塗った壁の

上に萱葺きの尾根を載せたもので内部は涼しい.内部は居

間と三つの寝室水浴び場に分かれており炊事は裏の軒下で

するようになっている.

緑に包まれた広い土地に自分の手で造った家に住めると

はまったく羨やましい限りだ.

水を浴び昼食を終えて一休した後近くの市場へ行

ってみた.動物や魚の燥製野菜果実下着類など

品物はかなり豊富だ.私は椰子の葉で編んだアンペ

ラの上にほんの少しばかりのドンゴ(唐ガラシ)と岩塩

を並べて商っている老婆に妙に魅かれて足を停め一

片の岩塩を手にとってみた.

不規則で薄っぺらな形をしたその岩塩は結晶質の純

度の高いものではたく砂漠地帯でしばしばみられるも

のとそっくりだ.しげしげと岩塩を見ている私の眼の

前にその老婆がふしくれだった手で大きな岩塩の

塊をつき出した.言葉が通じないので多分それを

買ってくれというのだろうと思ってポヶヅトから100

フラン硬貨を出したらどうしても受取ろうとしない.

そしてその岩塩が老婆から私へのプレゼントである

ことが老婆の巧みなゼスチュアで削るまでにはほと

んど時間はかからなかった.私にはその老婆の優し

さが嬉しかった.そして老婆へのお礼の意味をこめ

て100フラン分のドンゴを買った.もう30年余りも

老母と離れて暮している私はこうした年寄の親切には

滅法弱い.肩暮れとともに町は静寂に包まれ宿舎

にもランプが打った.ボッサンゴアやバタンカフオよ

りもはるかに前なのにいつも気になっていた蚊はまっ

たく見当らず結構涼しい.だが屋根裏にはこれま

で見なかった輻幅が無数に巣食っていてチチッチチッと

鳴き部星の中では大きな蜂がわがもの顔に飛び廻って

いる.

しかし不思議にそうしたものが一向に気になら狂

い.機械化された社会に日頃住んでいて自然のありの

ままの姿に飢えているせいかどうかは分らないが私は

第11図建築中の家.乾燥煉瓦を重ねて屋根を載せると左端に見える

ような家が出来上る.壁の上端部はこのままで屋根との間

に出来る三角形の隙間は通風孔の役目をする.

第12図家の内側からみた屋根.太い材木(この写真のように角材を

使っていることは少ない)に丸太を載せその上に竹を載せて

萱で葺いてある.釘は使われず丸太や竹はすべて蔓でしぱ

つてある.�
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蠣輻の鳴声や顔すれすれに飛び廻る蜂の羽音に今は逮

夜もすっかり更けて皆はとっくに眠っているというの

に妙に眼がさえて寝つけない.午前!時20分ポケ

ットライトで足元を照るしたがらそ一つと表へ出てみ

た､今にも落:ちてきそうな大粒の無数の星風は枚く

闇に浮ぶ灯もない.

和に満ちあふれた夜である.

睡眠不足で重い頭をかかえて

れた一

分にボンオヨヘ向った.道路は挾いが大きく破損した

部分はよく修復されている.この奥には大きな村もな

いしまた国道でもないこの道路の手入れがよいのに

少々野間を抱きはしたカミこの疑問もすぐにはれた.

それはこの道路の終点に当るボンゴヨまでの間には綿

畠が点在しておりこの道路カミ綿花を集荷する大型トラ

ックの通路となっているためだ.

11時目的のボンゴヨに到着した.台地の東端部に

位置するこの部落は戸数40ぐらいらしい.雄大なサバ

ンナを捜えたこの部落からの眺望は雄大である(第13図).

持参した軽食をとって目的のデイ川へ向うことにした.

先程から珍らしげに私たちを見ていた少年が案内役をか

ってくれた.半袖シャツに半ズボンを身に着けたピエ

ｰル少年のすらりとのびた足は鋼鉄のような強靱さと

玲羊のようなし放やかさを兼ね備えているらしくリズ

ミカノレに歩くこの少年は実に健脚である.収獲を終っ

たばかりで集荷のトラックを待っているらしい広々とし

た綿畠の所々に小山のように積み上げられた真白の綿

が見える.,行けども行けども尽き果そうにない綿畠を

横切ってようやくデイ川の岸に着いた.川幅は5mば

かりで水量も多くはたいが例に潰れずこの川もうっ

そうと茂る巨木に抱かれて音もなく流れていた.川

底に溜っている礫の9割ぐらいは綿雲母片麻岩と絹雲母

石英片岩の礫らしい.丸木橋を渡った所にラテライト

化した珪岩が高さ約1m長さ5mばかり露出していた

がもちろん測定器の指針は動いてくれなかった.

川に沿って下流へ歩きばし｡めて間もなく灌木の林

をくぐり抜けると突然視界がひらけた.野焼の跡

だ.野焼をしてまだ間も粗いらしくそこには蟻塚も

草の新芽も見当らない.野焼の火の勢は恐ろしいほど

にすさまじい.それ校のに所々に草が焼け残ってい

るのはどうしてだろう.

デイ川の大きな蛇行部の川底に岩盤カミ露出Lている.

第13図広大抵サバンナを背後にしたボンゴヨの部落.中央やや左の

白いものは集荷を待つ竹カゴに入った綿花.

一見新鮮そうなこの岩盤は片麻岩であったがラテライ

ト化こそしていないものの構成物質の大部分がすっか

り変質していた.研究試料としてはあまり役に立ちそ

うに恋い岩石ではあるがバンギを出発して以来調査地

域内ではじめて見たこの岩石の1片を72021001と記し

たポリエチレン製の袋に入れた.1972年2月10目に採

取した最初の試料であるこの岩片はここからボオウカ

ヘ帰る途中で細かく砕けるには違いないが私にとって

は中央アフリカ共和国における数々の想い出につ恋が

る貴重な宝の一つである.デイ川の水で汗を流して

私たちはボンゴヨヘの別の道を辿った.異常なまでに

むし暑いせいかまたははじめて岩盤を見た喜こびと

それがすでに朽ち果てそして期待した放射能異常を発見

できなかった落月旦との相交叉する心の乱れのせいかふ

だんよりは疲れがひどく加えて頭痛が激しくたって

きた､

足を運ぶ度に頭の志を錐で刺されるようだ.昆と

りも軽やかに無表情で歩くピエｰノレ少年との間隔カミ次

第に遠くなってきた.だが気が焦る割には足は進ん

ではくれない.綿畠が今朝通ったときよりも2倍

も3倍も拡がったよう放感じだ.

ボンゴヨの部落で小休止してボオウカヘ向った.

身体はだるく車が揺れる度に頭が痛む.結晶片岩ら

しい岩塊が道路からほど近い所に転がっているが今は

それを叩く気にもなれない.2時間あまりかかって

ボオゥカの宿舎に帰り着いた.そして私はアノラッ

クを着こんだまま木製のベッドに身を横たえ間もな

く深い眠りに落ちていった､

5時40分短かい時間ではあったがぐっすり眠ったせ

いか目をさました時には頭痛もかなりうすらいでい

た.ハタンガフオヘの出発準備を手早く終えて部長

宅へ挨拶に伺った.小高い丘の上に建っている部長宅�
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の広い庭にはヤンゴの巨木が茂りオレンジの木は

枝も折れんばかりにたわわに実をつけている.深い

緑に包まれた白亜の家の美しいたたずまいベランダで

くつろぐ私たちを慰めるように涼風が吹き抜けてゆく.

魅力ある中年紳士とはダモイシュ･アンドレ部長の

ような人のことをいうのだろう立派な体格に深い智性

と教養を秘めた静かな物腰と目つきそして同夫人は

きわめてさっぱりして快活な方である､聞けばボッ

サンゴアから昨夜遅く帰ってこられた部長は今日私た

ちと昼食を共にするつもりで私たちが調査から帰って

くるのを待っていて下さったとのことだ.しかし私

たちが宿舎に帰着したのは3時40分昼食にはあまりに

も遅すぎた.

ビｰノレを御馳走になり親しく話しているうちに闇が

迫ってきた.お二人にお礼を述べ別れを告げる私た

ちに令夫人は私たちのために切角作って下さった昼

食の料理と持ちきれないほどのオレンジを下さった.

これからハタンガフオヘ帰ってから夕食をとる私たちへ

の優しい心づかいであろう.

6時30分ボオウカに別れを告げる時がきた.遠く

からそこはかとなく聞えてくるタムタムの音色が一入わ

びしさをかきたてる出立の夜の道は家のありかをわず

かに示す灯が絶えバンバニの村の野焼の火を最後に

深い闇に閉ざされた.

心地よいエンジンの響と冷んやりとした夜風になぶら

れているうちに頭痛を忘れ8時15分ジャン･クロｰ

ドとバスカノレが待っバタンカフオの宿舎に着いた.

いつもは炊事に精を出すジユル爺さんも今夜はイ

ンスタント･スｰプとお茶を準備するだけだからふだ

んよりは楽なものだ.部長夫人の心づくしの鶏の丸焼

はニンニク醤油で味付けしたようた抜樺の美味さで将

にH本の味そして山芋とそっくりの味と歯ざわり

のクイの煮付と米飯も大いに食欲をそそった.食事を

はじめて間もなく数々の料理は鶏の太い骨だけを残

してきれいに胃袋に納まってしまった.その最大の

理由が部長夫人の卓抜した料理の腕と乏しい食生活を

送っている私たちに対する深い愛唐であったことはいう

までもない.

タムタムのリズムがいよいよ激しくそして早くた

ってきた.ベランダに通ずるドアには幾つかの隙間が

あるが今夜もその隙間からしのびこんでくる光はな

い.真暗た部星の片隅に置かれた携帯ベッドに腰をお

ろして私はペンライトの弱女しい光を頼りにさわ

やかな気持で目記をつけはじめた.

クランペルヘ

さわやかに目ざめたクランヘノレヘの移動の朝空の青

さと深い緑の中にくっきりと浮んだ真紅の花は微動だ

にしない.朝食を終え出発準備をしでこれまで世

話になった泉へ行ってみた.泉の水は昨夜から人手

に触れられていたいせいだろう日中は白く濁っている

のにきれいに澄んでいた.人影はなく泉に近い洗

濯場や子供たちの遊び場にたっている池の水面も静ま

りかえっている.この泉ともオウァム川の流れともい

よいよお別れだ.今日を最後に.もう再びこの土地を

訪ずれることもなかろう.泉に立って雄大なサバンナ

を見つめているうちに淋しさとうつろさのようなもの

を感じて功なくたってきた.

8時30分宿舎を後にして郡役場へ向う.役場の広

場では職員に対する部長の訓辞が行なわれていた(第

14図).私には部長の訓辞の内容はまったく判らたい

第14図バタンカフオの郡役場と職員に訓示する部長(右から2人目)

右下の自ペンキを塗った石に囲まれた所に国旗塔カ重ある

第15図バタンカフオの滑走路.サバンナを伐採して造ってあり路

面は芝生におおわれている.不定期に離着陸する小型飛行機

用の滑走路なのでとくに建物はない一場所はバタンがフオ

の中心から歩いて10分ぐらいの所である.�
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が微動もせずにその訓辞に耳を俊けている職員たちの

真剣な目ざしに国造りに励む人々の規律正しい振舞い

と意気込みとカミ感じられた.とかく忘れられがちな規

律と国造りに励む心とはその国カミそしてその国民がよ

り美くしくよりたくましく成長するための絶対条件の

一つに違いないはずだが果して真の独立国と自他と

もにゆるす国で自分で定めた規律カミどれほど守られ

そして民の一人一人がどれほど自覚しかつ努力し

ているだろうか.

フランス領赤道アフリカ連邦に属していた4国とフ

ランスを象徴する青･白･緑･黄の4条の横帯の中央を

縦断する真紅の帯がこれらすべてに共通の血の色を表わ

し上端部に輝やく金色の星カミ人間の豊かな生活の基調

となる衣･食･住･教育･福祉と人間性の完全な開花を

象徴しているというこの国の国旗はLaRena五ssance

(再生復興時代)と名付けられた国歌とともに過去

の歴史と生きる道とを卒直に示している美しい国旗で

ある.そして晴れ渡った天空に満ち浴るる光を受け

てひるがえる国旗とその国旗の下に結集する若人の目

ざしはこの国の将来の栄光と無限の可能性を力強く物

語っているようだ.

部長宅でコｰヒｰをご馳走になった後ようやくなじ

んだバタンカフオを後にした.道路際の市場は相変ら

ず賜わってはいるが市場の人々や道行く人カミ手を振っ

て別れを惜しんでくれる姿を見るとやはり心は残る

町の北端部にある芝生を敷きつめたような滑走路を過ぎ

たとたんに家並は絶えた(第15図).ここからクラン

ペルまで114たmの道は二級国道ユ0号線だカミ大部分

が一級国道なみである.

チャド盆地の南縁部に当るこの付近はサバンナにおお

われた大平原のはずだが地形カミ平坦なことと視界が灌

木に遮ぎられるためにそのたたずまいを望むことはで

きない.車の揺れも少なく風景を楽しむこともでき

第16関

オウアングゴ

の付

しては大きい

方である.

簸乏鰐貫㌣

教と一般教育

などに活躍し

ている.

ないとあってシンチレｰションカウンタｰにスイッチ

を入れチャド層灘の分布区域を離れるまで指針の動

きをみることにした.バタンカフオの東方5kmの地

点で道路は分岐する.北方へ向う国道4号線は122km

でチャド共和国との国境に達しさらにチャド共和国

の主要道路と連絡して首都のフオｰノレ･ラミイに通じて

いる.乾期中で水の流れが豊かでたくなっているバア

フイオ川を渡っておよそ13knユの地点で自然強度の4

倍程度の微弱異常をとらえた.この位置はバタンカ

フオの南東方14星m付近でチャド層群におおわれてこれ

より北東方への露出を断たれている中央構造帯の主要

構成員の一つである花庸岩体の北東方に当るのでこの

程度の微弱異常といえども注意をひくカミ今はその原

因を探索する時間的ゆとりも匁く一路クランペルを目

ざしてその場を走り去った.

11時丁度オウアンダゴの部落に着いた(第16図).

道の両側に建ち並ぶ家の造りはこれまでに見たものと

まったく同じだが戸数はかなり多い.総体的に気候

が高温多湿型である上に野生動物か径行するという土

地柄にしては高床式の家が見当らたいのは何故だろう.

その理由はよく分らないが南部の密林地帯を除いでは

そうした構造の建築物を造るために必要な木材を入手す

ることが困難なことも理由の一つになっているように

思われる.

マンゴの木蔭に車を停めて小休止することにした.

道路傍でロポトやビリビリ(どちらもドブロク風の地酒)

を商う女は急に忙がしくなり木蔭で世間話に興じてい

た村人はぞろぞろと集って来た(第17図).手を差しの

べて気軽に挨拶を交して迎えてくれる村人たちこの国

ではどこへ行ってもまたどんな部族の人も皆んな

が人泣つっこくて真に好感がもてる.マニオクを原料

とするロポトは透明で焼酎とそっくりの味キビを原料

にしたビリビリは淡い褐色で幾分酸味のあるドブロ

クそのものだ.同行の連中は美味そうに飲んでいるが�
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アノレコｰルに弱い私はピリピリを一]飲んだだけで

顔が真赤になった,

オウアンダゴの村は東のヶモグリビンギ県と西のオ

ウアム県との県境でしかもバタンカフオとクランヘ

ノレとのほぼ中間地点に位置しておりまたここからは

チャド共和国へ通じる国道4号線に面するカボまで三級

国道が通じている.この村が意外に大きいのは多分

このような地理的条件のせいだろう.

同行の連中はロポトやビリビリで喉をうるほし私は

ハンプリモス(グレｰプフルｰツ)で喉をうるほして

オウアンダゴを出発した.小さ衣教会の前を通りゆ

るやかな坂を下りきった所で道路と直交するバッサ川に

架かる橋を渡って間もなく路面カミ悪くなった.これ

までうち続いていたチャド盆地の平原をつくっていたチ

ャド層群の分布区域から先カンブリア期の結晶片岩類の

分布区域にさしかかったせいだ.このような悪路は

岩石の露出がよいだけに地質家には有難カミられてよいは

ずだカミ先を急ぐこの時点ではやはり嫌らしい存在

でしかない.しかしこの悪路は長くは続かなかった.

マンゴの並木と家並の中で道路は元の落着きを取戻し

た.人々の陽気な声日傘をさしてハイヒｰルで歩く

民族衣裳の女性の美しい姿カミ目につく.そして私たち

はいつの間にか目的のクランヘノレに入っていた.

クランペルの宿

白と非とに色とられたクランヘノレの宿は高く茂るマ

ンゴの深い緑の中にひっそりと建っていた(第18図).

市場や商店街からか在り離れているので買物には若干不

便だカミこの宿舎付近カミこの町のほぼ中心地なのだろう

郡役所や病院や学校などが宿舎の近くに建っている.

玄関の階段を上り広々とした居間を通って東側に設

けられたベランダヘ出てみると既に収獲を終った広大

な綿畠とグリビンギ川に沿って回廊状に茂る巨木の林の

彼方に比高100mばかりのチャｰノッカイトの丘が見

えた.この宿舎にはかっては異国の人が住んでいた

のであろう電燈線や給水パイプカミ各部屋にあるにはあ

るがそれらのすべてが今は無用の長物と化してい

る.この家の主が居なくなってから既に久しいと思わ

れるこの家の内部の変り果てた様子は一体何を物語

?ているのだろうか.朽ち果てて見る影もない給水設

備や電燈線廊下やベランダの頑丈な鉄の手摺そして

無数の婦輻の棲家と匁っている屋根裏や軒先私には

この国がたどってきた過去の姿と将来像とがこの家に

も秘められているように思えた.

第17図地酒を売る女.オウァンダゴの道路祷でマニオクを原料にし

たロボトとキビを原料にしたビリビリを売ったいる.ロボト

は香りも色も味も肩本の半焼酎とそっくりでビｰル瓶1本分

で大体130円ぐらいである.

この宿舎で1週間の滞在を予定しているとはいっても

概査予定範囲が広いので連日の調査はか校りの強行軍

になりそうだ.宿舎に到着して早々に荷物の整理を

して一応落着いた後コｰヒｰ･パン･缶詰のささやか

な昼食を終えた.この食事で最高のご馳走といえば

フロスヘクタｰのバトｰカｰカミどこからか仕入れてきた

氷であった.冷たい飲物にはもちろん清浄恋飲料水

にさえことかいていた私たちにとってはこの米ほど私

たちを元気づけてくれたものはなかった.これもバ

トｰカニの心づかいと心よく氷を分けて下さった部長

のおかげだ.

日没近くチャｰノッカイトの丘の頂がオレンジ色か

ら淡紫色に変わりどこからともなく飛んできて宿舎の

ベランダ近くの灌木に羽を休めた大きなミミズクは闇

の訪ずれを待っているのか動こうとはし淡い.だが

それを見つけたパスカノレが｢悪魔悪魔｣と叫びながら

投げつける石に追われてまだ十分に眼の見えないこの

鳥はその木蔭から飛び去って行った.パスカノレの話で

第18図クヲンペルの国営宿舎.後方のマ:■ゴの巨木と手前の綿畠と

の間にひっそりと建っている.珍らしく屋樹まトタン葺であ

り外観は立派だカミ屋根裏には無数の煽蝿カミ巣食っていた.

右端の大き狂ドアのある部分力据間とベランダ左側1こ寝室が

垂つある.�
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はミミズクは悪魔の使いとして嫌われているという

ことだ.

ミミズクは確かに猛禽類に属し肉食をするカミ

人間に危害を加えることも校いらだろうに何故こうも

嫌われるのだろう.まん丸い目カミ光の中では役にただ

狂いというこの鳥のいささかおどげたよう泣顔を思うと

悪魔と呼ばれるにはいささか気の毒怒気もする.

広い綿畠の上空で舞っていた20羽ばかりの鳶が急に

2つの群に分かれその1灘が宿舎のすぐ近くを低く廻

りはじめた.ぼんやりと夕暮を見ていた私はこの鳶

の奇妙な動きに興味を抱きはじめた.突然宿舎の

軒先とマンゴの木蔭にたむろしていた蠣蠣が数10羽疾

風のように飛び立ち近くで旋回していた鳶の1群が

別の1群が待ち受けている方へその婦輻を遣った.

その隙に今度は数!00羽の編輻カミ鳶の鮮とはまった

く逆の方角へ一勢に飛び去った.それに気づいた鳶

はこの婦幅の大群を追いはしたが時既に遅かった.

鳶と蠣幅とのこの駆引は幾度とたく繰返されはしたが

闇が訪ずれるまでに鳶の餌食になった蠣輻は1羽もいな

かった.弱肉強食のならいは野生の世界でも栄華の

都にあっても避けようとして容易に避けることのでき

ない生あるものに与えられた宿命の一つである.

この宿命は精神的にも肉体的にも拒絶と抵抗を打

破って弱者にのしかかってくる.しかし強者が弱者

に常に勝るとはかぎらない.それがわれわれの世界の

ならわしである.幸か不幸か鳶の餌食となる蠣蠣の

悲しい姿を見ずに夜を迎えることカミできた.快晴の空

に散りぱめられた無数の星の恐ろしいばかりの牌の下で

夕食はベランダではじまった.モカフと赤ブドｰ酒

ではじまった今夜の食事はジユル爺さんカミ焼いたパン

(第1920図)とポタｰジュ･スｰプサラダそれに

クランペルから50kmばかり東方のサバンナ地帯で今

日猟師が仕止めてきた鹿のステｰキである.

遠く近くから聞こえてくるタムタムの音に呼応するよ

うに軽快なジャズのリズムがかすかに伝わってくる.

夕食を早々とすませた若者がビストロに集まりはじめた

のであろう.暗闇の中に点々と灯る焚火は決して大

きくはたいが一日を無事に終えようとしている人々の

相寄る心の和む場であることを美しく示してさわやか

な光を投げている.

ベランダの片隅に灯るランプの光を求めて無数の蛾が

乱舞し昼間はまったく見かけなかった蚊がいつの間

にか血を求めてしのび寄ってきた.そよ風の涼しい

ベランダでの食後の語らいを終えて部屋に戻った.

屋根裏をねぐらにしている編隔は人の気配に驚いたの

かチチッチチッと鳴きはじめた.燈油ランプのほの

暗い灯を頼りに今目一周のメモを書き終えて中央構

造帯とンデレ付近から南西方へかけて広大な地域を占め

る変動時花崩岩体の南端部に挑む唯一度の機会である

明目から1週間の行動に思いを廻らせて時のたつのを

忘れた.50万分の1地質図幅を唯一の頼りとする!週

間の行動は地質家としての自分の能力というよりはむ

しろ今回の調査行の成否さら'には日本とこの国と

の今後の友好関係にも影響する一つの鍵となるといって

も決して過言ではない.

同行の連中は町へ出かけたのであろう広い宿舎は

一つのか細い灯を残して深い闇の中にある.行き交

う自動車の音も絶えた.静かな情緒あふるる夜そし

て心を砕く夜ではある.(筆者は鉱床部)

第16図パン製造.まずオキを作る.次に高さ20cn1ぐらいの石を

三方においてその上にドラム缶のフタを載せ地面とこのフ

タの上にオキを載せる.鉄製の器にサラダ油を塗りイｰス

ト菌を入れてよく練ったメリケン粉を蔵経5cm長さ15c血

ぐらいに成型してこの器に入れ図のようにおいて5分間ぐら

いたつと食バンが出来上る.植生の乏しい印東の砂漠地帯

では煎餅のように薄いパ:ノを作るがこのパンと図のバンと

の違いは薪を入手しやすいかしにくいかということに関係があ

るのかもしれない.

第20図凶来上った食バンと成形用の台(右側).味は市販のものとま

ったく同じで乏しい食雀濡がこのパンのおかげでどれだけ救

われたか測り知れない.�




